
フレイル予防事業
高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施

松戸市 健康推進課

令和5年1月26日
フレイル予防事業

令和４年度第2回会議

1※写真複製・転載禁止
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１．フレイル予防の取り組みについて
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自
立
度

フレイル
健康な状態と
介護が必要な状態の間健康な状態 要介護

生涯を通した健康づくりで高齢期になってもいきいきと暮らす

健康松戸21Ⅲ(平成26年度～令和6年度）

基本理念 市民が主役！自ら取り組み、地域でともに支え合い、
健康で心豊かに暮らせるまちづくり

基本目標 健康寿命の延伸・健康格差の縮小

いきいき安心プランⅦまつど（令和3年度～令和5年度）

高齢者がいつまでも元気に暮らせるまちづくり基本理念

生涯現役社会・健康寿命の延伸計画の柱1

フレイル予防重点施策

地域環境づくり健康づくり

健康松戸21Ⅲ 取り組みの方向性

健康寿命の延伸
松戸市 平成22年度 平成30年度 延伸結果

健康寿命
男性 81.92歳 82.84歳 0.92年

女性 84.72歳 85.62歳 0.9年

平均寿命
男性 83.63歳 84.65歳 1.02年

女性 88.47歳 89.51歳 1.04年

千葉県 平成22年度 平成30年度 延伸結果

健康寿命
男性 82.1歳 83.03歳 0.93年

女性 85.05歳 85.91歳 0.86年

平均寿命
男性 83.58歳 84.61歳 1.03年

女性 88.24歳 89.27歳 1.03年

課題：千葉県、松戸市とも健康寿命は延伸しているが、健康寿命の増加分が平均余命の増加分を下回る

回復可能 ※1 65歳時平均自立期間（介護保険における要介護2以上の認定を受けるまでの期間の平均）＋65歳

※2 65歳時の平均余命＋65歳

※1

※1

※2

※2
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庁内各課によるフレイル予防の取組

フレイル予防の取組

関係機関によるフレイル予防の取組

フレイル予防事業
高齢者の保健事業と介護予防の

一体的実施

健康推進課が行うフレイル予防の取組

薬局フレイル
チェック

（薬剤師会）

市民公開講座
身体的フレイル・オー

ラルフレイル

（歯科医師会）

介護予防体操教
室・認知症予防
教室（地域包括
支援センター）

高齢者の
食生活講座

吹き出し：例

通いの場立ち上げ支援
などの介護予防の取組
（地域包括ケア推進課）

ポピュレーションアプローチ
・ハイリスクアプローチ

特定保健指導利用者（メタボ
予備群・該当者）のうち必要
に応じてフレイルに着目した

指導（国保年金課）

オーラルフレイ
ル予防教室（親

子）
（薬剤師会・歯科

医師会）

健康増進普及啓
発月間
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フレイル予防事業（一体的実施）内容

区
分

主な事業内容 対象（令和４年
度）

実績
令和2年度 令和２

年度合
計

令和3年度 令和３
年度合
計

令和４年度 令和４年度
合計

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

まつどフレイル予防
チャレンジ

通いの場、はつらつク
ラブなど 6団体15回

延208人

延542人

14団体23回
延274人

延640人

35団体55回
延808人

延2195人17団体20回
延449人

健康教育（講話・単
回）

地区社協、高齢者支援
連絡会など ４団体5回

延82人
12団体12回

延205人

61回
延938人

普及啓発・
出張健康相談

がん検診会場での簡易
チェックなど

8回
延252人

42回
延161人

ハ
イ
リ
ス
ク

口腔機能低下 前年度歯科口腔健診受
診者のうち項目該当者 未実施

訪問211
電話91
計302人

訪問22人
電話45人

訪問155
電話145
計300人

訪問24人
電話49人

訪問95人
電話126人
計221人

健康状態不明者 過去２年以上健診・医
療・介護の利用のない
方

訪問143人
電話28人

訪問55人
電話22人

訪問66人
電話60人

その他 フレイル予防チャレン
ジ３回目該当者など 訪問24人

電話28人
訪問11人
電話23人

訪問5人
電話17人

低栄養 脆弱性骨折既往ありか
つ骨粗しょう症未治療 訪問44人

電話35人
訪問67人
電話55人

訪問28人
集団指導45人

電話46人
計119人

R4.12.末時点

6



フレイル予防事業以外の健康推進課のフレイル予防の取組

事業 実施時期 対象者 実施内容 参加人数
健康推進
課が行う
フレイル
予防の取
組

健康推進員育成 10月 町会・自治会推薦
の30代～70代

フレイル予防について定例会で
学び事業協力としてフレイル予
防チャレンジなどに参加

149人

食生活改善サポーター 11月 30代～64歳 周囲にフレイル予防の知識を普
及できるよう定例会で学習

23人

健康増進普及啓発月間（市役
所連絡通路）

9月 市役所利用者 健康推進員とともに、ロコモ・
COPDなどと併せてフレイル予
防普及啓発を実施

10日間
627人

成人歯科健康診査問診項目変
更

通年 75歳以上 オーラルフレイル関連項目に変
更

広報まつど健康づくり特集号 6月 市民 フレイル予防の記事を掲載
各種団体からの健康教育 随時 市民 講座の中でフレイル予防につい

て伝える
3回116人

R4.12.末時点
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２．住民を巻き込んだフレイル予防の推進について
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赤と青のシール貼付に
よるイレブンチェック

フレイルサポーターが１
対１でサポート

参加者：９人
（初回４人、リピーター５人）
フレイルサポーター：８人
市職員：３人
地域包括支援センター職員：３人

柏市「フレイルサポーター」視察報告

フレイルサポーターによる説明

フレイル予防についてパンフ
レットに沿って説明（全てのサ
ポーターが説明できるわけで
はない）

片足立ちテスト

危険を伴う測定についてフ
レイルサポーターを市職員
がサポート

令和４年７月１５日（金）柏市 地域包括支援課 午前：フレイルチェック（永楽台近隣センター）
午後：担当者より説明

9
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松戸市における「住民主体によるフレイル予防の取組」方向性（令和４年７月）

【フレイルサポーターの仕組の導入について】

【今後の方向性】
まずは健康推進員と共にフレイル予防の取組を一緒に推進する方法を試行してみる。

10
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健康推進員とは

11

市民の立場から地域で健康づくりが展開できる人材
を育成することを目的に昭和47年から活動を開始。

町会・自治会長の推薦により、市長から委嘱をうけ、
3年任期で活動。
令和４年度は、1４９名が、市内15地区に分かれて、

地域に密着した健康づくり活動を実施。

地域のイベントに出展し、健康づくり活動！

定例会や全体研修会で健康についての学習をし、地域の方へ伝える
「健康づくり活動」を企画・実施。

全体研修会定例会の様子

【活動内容】

市民が楽しく健康づくりに取
り組めるツールとして
「ウォーキングマップ」を作成。
市民目線のウォーキング
コースでロコモ・フレイル予
防を普及啓発。

ウォーキングマップ
市内全15地区１４種類作成

写真非公開 写真非公開 写真非公開



健康推進員と共に行うフレイル予防の取組・各種事業との連携
フレイル簡易チェック（握力・滑舌・指輪っかテスト）

骨粗しょう症検診
10月12日（水）、10月18日（火）
検診終了後の人に声をかけ、簡易チェックを行いアドバイスする

参加者 252人
内～64歳 174人

65歳～ 78人

骨粗しょう症予防教室
11月24日（水）、11月28日（月）
12月6日（火）
講座終了後の人に声をかける

参加者 42人
内～64歳 15人

65歳～ 27人 12

写真非公開 写真非公開 写真非公開



健康推進員と共に行うフレイル予防の取組・各種事業との連携
フレイル簡易チェック（握力・滑舌・指輪っかテスト）

大腸がん検診（検体回収日）
11月２9日（火）、12月7日（水）
検体提出後の人に声をかけ、簡易チェックを行いアドバイスする

参加者 87人
内～64歳 36人

65歳～ 51人

地域により40～50代の方
が多く参加される

13
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健康推進員と共に行うフレイル予防の取組・各種事業との連携
フレイル簡易チェック（握力・滑舌・指輪っかテスト）

ご長寿ハッピーコンテスト
10月22日（土）
10ｋｍ完走者に声をかけ
簡易チェックを体験してもらう

参加者 28人
内～64歳 2人

65歳～ 26人

市役所連絡通路フレイル予防普及啓発
10月24日（月）～10月31日（月）
市役所利用者に声をかけフレイル簡易チェックをとおして
フレイル予防について知ってもらう

参加者 185人
内～64歳 50人

65歳～ 135人

健康推進員が
自身や家族の
体験談を語りながら
参加者に筋力維持の
大切さを伝えていた
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ふれあい広場
主催：新松戸地区社会福祉協議会
11月5日（土）
フレイル簡易チェックと作業療法士による体操

参加者 25人
内～64歳 4人

65歳～ 21人

地域のイベントに参加

アゼリアふれあいカフェ
主催：マンション自治会
1２月４日（日）
フレイル予防の講話

普段集まりに出てこない人を
お誘いいただき、実際に２名の
閉じこもりがちな方にご参加
いただいた

参加者 27人
内～64歳 6人

65歳～ 21人

15

写真非公開

写真非公開



３．ポピュレーションアプローチ実施状況
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団体別ポピュレーションアプローチ実施状況（令和４年度）

17

R4.12.末時点

元気応援くらぶ

15

はつらつクラブ

13

町会・自治会

11

地区社協

5

高齢者支援連絡会

3

その他

4

25％

29％

22％

10％

6％

8％

合計51団体



後期高齢者医療
被保険者数

元気応援くらぶ
の数
（R4.3.31)

フレイル予防チャレンジ＋健
康教育

健康相談（コンビニなど） 計 被保険者に対する割
合※参加者が被保険
者とは限らない

66,811 72 回数 延人数 回数 延人数 延人数

明第１ 6,347 10 12 110 3 12 122 1.9％

明第２西 4,410 3 3 44 0 0 44 0.9％

明第２東 3,073 1 2 114 0 0 114 3.7％

本庁 2,662 4 2 22 0 0 22 0.8％

矢切 2,682 8 9 113 0 0 113 4.2％

東部 5,679 5 1 24 9 23 47 0.8％

常盤平 6,681 8 6 81 18 134 215 3.2％

常盤平団地 3,073 0 0 0 9 40 40 1.3％

五香松飛台 5,345 5 1 18 0 0 18 0.3％

六実六高台 3,140 5 2 15 0 0 15 0.5％

小金 5,479 4 3 65 0 0 65 1.1％

小金原 5,412 2 6 164 0 0 164 3.0％

新松戸 4,677 12 24 361 2 41 402 8.6％

馬橋西 3,140 2 3 69 0 0 69 2.2％

馬橋 5,011 3 1 14 0 0 14 0.2％

圏域別ポピュレーションアプローチ実施状況（令和４年度）
市全域を対象とするものは除く

R4.12.末時点
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ポピュレーションアプローチ実施数が多い新松戸地区の特徴

・マンション集会所や公園、テニスコートなど集うことができる場所が多く、
元気応援くらぶ（通いの場）の数も多い
・マンションが多く、自治会のまとまりがあり、自治会同士の横のつながり・情報共有
の機会がある。

高齢者支援連絡会「高齢者見守り活動意見交換会」
グループワークの様子 R4.6.18

各自治会の代表、民生委員が分かれて座り
他自治会の取組（集いや見守り支援、コロナ禍での
工夫など）について知り、持ち帰る

高齢者支援連絡会発行
「ジジババだより」

健康についての記事や
活動紹介、地域包括支援
センターの事業紹介など

19

写真非公開



４．ハイリスクアプローチ実施状況

20



健康状
態不明
者

・77歳（S19生まれ）R2.R3（2年間）医療・健診・介護なし 128人
・79歳（S17生まれ）R2.R3（2年間）医療・健診・介護なし 67人
・80歳（S16生まれ）R2.R3（2年間）医療・健診・介護なし 72人

低栄養

267人

令和４年度のハイリスクアプローチ対象者の抽出条件

前年度歯科口腔健診受診者（77歳）のうち
①喫煙習慣あり
②「半年前に比べて固いものがたべにくい」かつ
「お茶や汁物で むせることがある」

③歯磨き回数１回/日以下
④口腔乾燥所見あり
⑤嚥下機能診査（反復嚥下テスト）３回未満
⑥総合評価 要指導（口腔清掃）かつ歯肉から出血あり

口腔機
能低下
介護サービス
利用者を除く

76歳～78歳のうち、大腿骨・椎体・上腕等の脆弱性骨折既往者。KDB
で認知症に該当、または一定以上の介護サービス利用者を除く。
（明第１・本庁・新松戸包括圏域）

150人

86人

21

医師
会
実施

市
実施

※令和２年度重複者を含む 除く



アンケート送付
86人 100％

返送あり
62人 72％

返送なし
24人 28％

令和3年度歯科口腔健診受診者（349人）のうち
反復嚥下テスト、口腔乾燥所見、口腔清掃要指導か
つ歯肉出血あり、問診項目（固いものが食べにくい、
むせる、喫煙、歯磨き回数）該当
介護サービス利用者を除く項目2項目※いずれか該当
アンケート送付6/1 返信用封筒にて回収6/15まで

訪問希望なく
電話で終了
39人 45％

手紙を添えた
資料の郵送
14人 16％

連絡つか
ず

5人 6％
1回目訪問

18人 21％

2回目
電話12人

14％

3回目訪問
現在実施中

支援希
望なし

4人
5％

令和４年度 口腔機能低下 支援結果【途中経過】

支援した人の割合
73人 85％

22

R4.12末時点

健診結果より
フォローせず

終了
6人 7％

訪問希望なく
電話で終了
10人 12％

アポイント
なし訪問
6人 7％

連絡つ
かず

2人2％



アンケート送付
128人 100％

返送あり
55人 43％

返送なし⇒アポイントなし訪問
72人 56％

77歳（S19年生まれ）※79.80歳は現在支援中のため未集計
R3およびR2年度健診・医療・介護利用なし
アンケート送付9/2 返信用封筒にて回収9/20まで

令和４年度 健康状態不明者 支援結果【途中経過】

電話
37人 29％

死亡
1人

継続
支援
3人

継続
支援
2人

返信あり
電話
３人

アポイントなし訪問
16人 13％

再訪問
予定
20人

地域包括支援センター連携 6人 23

R5.1.16時点

居所不明
1人

手紙
郵送
14人

継続
支援
7人

不在 24人 19％
手紙
郵送
2人

不在
3人



５．今後の予定について
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フレイル簡易チェックなどによる幅広い世代への普及啓発

低栄養 ※

住民を巻き込んだフレイル予防の推進ポピュレー
ションアプ
ローチ

ハイリスク
アプローチ

口腔機能低下

健康状態不明者

糖尿病性腎症重症化予防
新規
追加

強化

新規
追加

骨折二次予防 ※

市
直
営

医
師
会
委
託

強化

※令和４年度「低栄養」として委託したが、「骨折二次予防」が実態に合っているため、令和５年度は名称変更予定。
市では「低栄養」として「やせ」の人々を対象に既存事業と連動した取り組みを開始する予定。

令和５年度 取組項目（予定）

拡大 歯科口腔健康診査（76歳）だけでなく
成人歯科健康診査、後期高齢者健診
（医科）からも対象者を抽出

25
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